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論文内容の要旨

本論文は、 PCR法を利用した特定の環境汚染物質の分解菌をモニタリングする手法の開発を目的として、環境サ

ンプルからの DNA抽出法の確立と特定の汚染物質分解遺伝子を総括的に検出する PCRプライマーおよび DNAプ

ロープの設計を行った上で、実際の汚染物質分解菌のモニタリングへの応用を試みたもので、 5章から構成されてい

るo

第1章では緒論として、遺伝子型に基づいた特定微生物の検出、モニタリング手法に関する既往研究をまとめると

ともに、本研究の背景および目的を明らかにしている。

第 2章では、環境サンプルからの DNA抽出に関して各種の方法を比較検討し、多様な水環境および土壌環境から

それぞれ迅速かつ簡便にしかも高回収率で純度の高い DNAを抽出する手法を確立している。

第3章では、ポリ(3ーヒドロキシ酪酸)(PHB)の分解菌を幅広く検出する PCRプライマーと DNAプロープを

設計し、既知の PHB分解菌検出に有効であることを実験的に明らかにするとともに、各種土壌環境サンプル中の

PHB分解菌数の定量に適用しているo その結果、設計されたプライマー・プロープのセットにより、自然環境中の

大部分の PHB分解菌を検出できることを明らかにするとともに、本法により、極めて高感度で PHB分解菌を定量

的に計測できることを実証している。

第 4章では、芳香族化合物の分解菌を幅広く検出する PCRプライマーおよび DNAプロープを設計し、検出への

有効性を実験的に検証するとともに、水環境マイクロコズムに適用して、芳香族化合物分解菌の挙動解析を試みてい

るo その結果、設計されたプライマー・プロープのセットにより、自然環境中の芳香族化合物分解菌を極めて広範に

検出できることを示し、本法によって、水環境マイクロコズム中における芳香族化合物分解菌の定量的な把握が行え

ることを示しているo

第 5章では、本研究の成果を総括した上で、ここで開発された DNA抽出法と PCRプライマーおよび DNAプロー

プの実用性について総合的に展望している。
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論文審査の結果の要旨

汚染環境の生物浄化において、浄化微生物の挙動を把握することは、浄化機構の解明や安全性評価を行う上で不可

欠であるが、従来法は定量の限界、検出の困難性など多くの問題を抱え、新たな検出手法の開発が注目されていた。

本論文は、 PCR法を利用した特定の環境汚染物質の分解菌をモニタリングすることを目的に、広範な分解菌に適

用し得る手法の開発についてまとめたものであるo 既往研究のまとめと合わせて、環境サンプルからの DNA抽出法

の確立と特定の環境汚染物質分解能をコードした機能遺伝子を総括的に検出する PCRプライマーおよびDNAプロー

プの設計を行った上で、実際の汚染物質分解菌のモニタリングへの応用を試み、以下の成果を得ている。

(1)多様な水環境および土壌環境から、 PCR法によって特定の環境汚染物質分解菌のモニタリングに用いることの

できる DNA抽出法を確立しているo

(2)生分解性プラスチックであるポリ (3-ヒドロキシ酪酸)(PHB)の分解菌を幅広く検出可能な PCRプライマー

およびDNAプロープを設計し、自然環境中に存在している大部分の PHB分解菌を検出できることを実験的に

示しているo また、その適用により、極めて高感度な PHB分解菌の定量が行えることを実証しているo

(3)芳香族化合物の分解菌を総括的に検出可能な PCRプライマーおよびDNAプロープを設計し、自然環境中に存

在している芳香族化合物分解菌を極めて広範に検出できることを実験的に示している。また、その適用により、

水環境マイクロコズム中における芳香族化合物分解菌の挙動をモニタリングできることを示しているo

このように、本論文はPCR法を利用して、迅速・簡便かっ高感度に特定の環境汚染物質の分解菌をモニタリング

する手法を開発し、実験的検討を通じてその実用性を示している。

以上のように、本論文は環境工学、特に環境生物工学の発展に寄与するところが大きL、。よって本論文は博士論文

として価値あるものと認めるo
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